
116 23

円
前
四
ハ」近

代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

|
|
医
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
榛
原
茂
樹
の
翻
訳
三
歪
廉
」
を
中
心
と
し
て
|
|

。
ロ
昏
o
同
R
8
t
oロ
え
の
E
5
8
の
OEoρ
巳
色

ω
g民
自
『
一
一
一
言
』
一

吋

R
5
8
ω
E問
。

E
白
色
町
民
必
司
ω
、
司
自
伝
官
民
Oロ
O同
配
ロ
凶

s
o
p
g
F句
O
E
E
宮

ω
冨
色
色
包
括
包
括

勝

問
題
の
所
在

筆
者
は
、
明
治
時
代
か
ら
戦
前
に
掛
け
て
活
躍
し
た
、
市
井
の
文
人
墨
客
や

博
学
好
事
家
に
よ
る
白
話
小
説
の
翻
訳
(
以
下
「
民
間
翻
訳
」
)
の
分
析
を
試
み

て
い
る
。

こ
れ
は
、
従
来
大
学
の
研
究
者
に
よ
る
翻
訳
の
検
討
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
受

容
史
を
修
正
し
、
先
行
研
究
で
看
過
さ
れ
て
い
た
民
間
翻
訳
を
発
掘
す
る
こ
と
で
、

①
日
本
に
お
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
、
②
現
在
の
日
本
に
お
け
る
一
般
庶
民
ま
で
深
く
浸
透
し
た
『
西
遊
記
」
や

『
三
国
志
演
義
」
等
の
受
容
過
程
に
は
、
明
治
か
ら
終
戦
時
期
ま
で
の
民
間
翻
訳

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
化
で
き
る
こ
と
。
そ
し
て
ま
た
③

昨
今
の
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
を
促
進
す
る
土
壌
と
し
て

も
、
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
に
お
け
る
民
間
翻
訳
の
役
割
は
注
目
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
明
治
時
代
か
ら
戦
前
に
お

け
る
民
間
翻
訳
の
発
掘
と
そ
の
分
析
を
継
続
し
て
い
る
。

東
北
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中
ハ
学
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固
際
文
化
研
究
科
論
集
第
二
十
九
号

山

稔

こ
れ
ら
民
間
翻
訳
の
出
版
活
動
の
実
態
は
現
在
ま
で
殆
ど
判
っ
て
い
な
い
。

先
行
研
究
で
は
部
分
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
格
的
な
分
析
は
、

高
島
俊
男
氏
に
よ
る
『
水
誹
伝
』
に
お
け
る
民
間
翻
訳
の
研
究
【
一
】
を
除
け
ば
、

ご
く
一
部
の
作
品
の
事
例
に
限
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
た
め
筆
者
は
、
中
国
白
話
小
説
史
の
中
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
短
篇
白

事
ん
げ
ん

3
己
ん
L
b主
J

せ
つ
ゆ
い
せ
い
つ
う
げ
ん
せ
い
ぜ
い
ミ
う
げ
ん

話
小
説
集
・
「
三
言
」
(
『
古
今
小
説
』
『
警
世
通
言
』
『
醒
世
恒
言
』
)
所
収
篇
に

お
け
る
民
間
知
識
人
に
よ
る
受
容
事
例
の
発
掘
と
検
討
作
業
を
試
み
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

は
P
ぽ

ιし
げ
量

事
例
の
中
か
ら
、
医
学
雑
誌
『
同
仁
』
に
連
載
さ
れ
た
榛
原
茂
樹
(
以
下
「
榛
原
」
)

に
よ
る
翻
訳
の
中
か
ら
「
三
考
廉
」
(
一
九
三
O
)
を
取
り
上
げ
、
民
間
知
識
人

に
よ
る
「
三
言
」
受
容
の
一
面
を
分
析
し
、
従
来
の
考
察
を
補
完
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

( ) 
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(2)
受
容
史
上
に
お
け
る
榛
原
訳
の
位
置
付
け

榛
原
に
よ
る
翻
訳
「
三
孝
廉
」
の
翻
訳
時
期
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
翻
訳
事
例

を
時
系
列
か
ら
確
認
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
「
三
孝
廉
譲
産
立
高
名
」
(
『
醒
世
恒

三
己
巻
二
・
『
今
古
奇
観
」
巻
一
)
に
関
す
る
受
容
事
例
は
左
掲
の
通
り
で
あ
る
。
(
ム

は
訓
読
翻
訳
、
・
は
民
間
翻
訳
、
口
は
大
学
研
究
者
に
よ
る
現
代
口
語
訳
で
あ
る
)

か
ん
ち
ょ
う
し
ゅ
う
ぞ
う
昔
だ
ん

ム

(
1
)
服
部
誠
一
『
勘
懲
繍
像
奇
談
(
査
編
)
』
(
九
春
社
、
一
八
八
一
ニ
)

・

(
2
)
榛
原
茂
樹
コ
ニ
孝
廉
(
上
)
(
下
)
」
(
『
岡
仁
』
四
巻
三

1
四
号
、

一
九
三

O
)

口

(
3
)
辛
島
韓
『
全
課
中
園
文
事
大
系
醒
世
恒
言
』
(
東
洋
文
化
協
会
、

一
九
五
八
)

口

(4)
村
松
暁
『
中
国
古
典
文
学
全
集
今
古
奇
観
(
上
)
」
(
平
凡
社
、

一
九
五
人
)

口

(5)
千
田
九
一
寅
洋
文
庫
全
皐
最
(
一
)
』
(
平
九
社
、
一
九
六
五
)

口

(
6
)
竹
内
肇
『
中
国
古
典
新
書
続
編
⑫
醒
世
恒
言
」
(
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
O
)

榛
原
訳
に
先
行
す
る
翻
訳
は
、
明
治
一
六
年
の
服
部
誠
一
に
よ
る
『
動
態
輔
像

奇
談
」
が
存
在
す
る
。
服
部
訳
に
つ
い
て
は
別
稿
三
で
詳
述
し
て
い
る
の
で
結

論
の
み
示
す
が
、
漢
学
者
に
よ
る
訓
読
翻
訳
『
勘
懲
輔
像
奇
談
』
は
誤
読
と
誤

訳
が
多
く
、
翻
訳
も
文
意
が
理
解
出
来
な
い
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
正
確
な

翻
訳
は
戦
後
の
辛
島
訳
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
回
発
見
さ
れ

た
本
翻
訳
は
、
誤
訳
の
服
部
訳
と
正
確
な
辛
島
訳
の
聞
に
位
置
す
る
た
め
、
本
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作
の
受
容
を
探
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

(3)
翻
訳
者
・
榛
原
茂
樹
に
お
け
る
「
三
言
」
翻
訳
の
位
置
付
け

翻
訳
者
の
榛
原
茂
樹
の
来
歴
は
、
従
来
の
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
者
の
中

で
も
特
殊
で
あ
る
。

祉
た
@
け
ん
い
ち

ま
ず
榛
原
茂
樹
は
筆
名
で
あ
り
、
本
名
は
渡
多
野
乾
一
と
い
う
。

波
多
野
乾
一
(
一
人
九

O
i
一
九
六
三
)
は
、
大
正
か
ら
昭
和
の
戦
前
期
に

と
う
あ
E
う
占
ん
し
よ
い
ん

お
け
る
大
分
県
出
身
の
中
国
研
究
家
で
あ
る
。
彼
は
東
E
同
文
書
院
卒
業
後
、

大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
時
事
新
報
社
の
北
京
特
派
員
、

興
亜
院
嘱
託
の
ほ
か
、
外
務
省
外
交
史
料
館
調
書
情
報
局

E
な
ど
を
経
て
、
戦

後
は
産
経
新
聞
論
説
委
員
、
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会
理
事
を
歴
任
し
て
い
る
。
東

亜
同
文
書
院
は
上
海
に
本
部
を
置
く
日
本
の
教
育
機
関
で
、
榛
原
の
入
学
時
は

旧
制
専
門
学
校
昇
格
以
前
の
私
塾
学
校
の
時
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

東
亜
同
文
書
院
で
は
、
戦
後
「
コ
一
三
ニ

【三占六主ハQ
】
が
い
た
ほ
か
、
新
聞
記
者
出
身
の
「
三
言
」
翻
訳
者
と
し
て
は
、
上
海
日
日

新
聞
や
上
海
経
済
日
報
を
歴
任
し
た
井
上
紅
梅
の
例
が
あ
る
。
ま
た
京
劇
や
麻

雀
等
に
精
通
す
る
点
も
紅
梅
と
類
似
す
る
が
、
中
国
風
俗
と
い
う
趣
味
的
関
心

に
偏
向
し
た
紅
梅
と
異
な
り
、
波
多
野
乾
一
は
中
園
共
産
党
に
関
す
る
研
究
が

基
本
に
あ
る
。

波
多
野
の
著
作
は
膨
大
で
逐
一
枚
挙
す
る
暇
は
な
い
が
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は

大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
が
⑦
中
国
共
産
党
関
係
書
籍
王
、
@
京
劇

関
係
書
籍
【
八
】
、
@
麻
雀
関
係
書
籍
【
九
】
、
で
あ
る
。
彼
が
最
も
著
名
で
あ
る
の

は
、
中
国
共
産
党
の
研
究
で
あ
り
『
中
国
共
産
党
史
・
資
料
集
成
』
【
土
等
数
多

( ) 
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聞
な
ら
ば
な
お
さ
ら
で
は
な
い
か
』
と
一
言
い
、
互
い
に
抱
き
あ
っ
て
激
し
く
泣

き
続
け
た
。
誰
も
分
家
す
る
の
に
は
忍
び
ず
、
今
ま
で
通
り
一
一
緒
に
暮
ら
し
た

い
と
願
っ
た
。
三
人
の
女
房
は
家
前
で
泣
き
声
が
す
る
の
を
聞
き
、
出
て
見
て

初
め
て
そ
の
理
由
を
知
っ
た
。
大
娘
と
二
痩
は
喜
ん
だ
が
、
た
だ
三
娘
だ
け
は

お
も
し
ろ
く
な
く
、
怨
み
言
を
い
っ
た
。
回
三
は
女
房
と
離
婚
し
よ
う
と
し
た
が
、

二
人
の
兄
か
ら
再
三
な
だ
め
ら
れ
た
。
二
一
娘
は
漸
憶
に
堪
え
ず
、
部
屋
に
戻
る

と
首
を
く
く
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
『
自
作
華
不
可
活
(
自

な

b
ぎ
わ

ら
作
せ
る
輩
い
は
活
か
す
可
か
ら
ず
)
|
|
自
ら
犯
し
た
罪
は
逃
れ
ら
れ
な
い
』

で
あ
る
が
、
こ
の
話
は
こ
こ
で
と
す
る
よ
と
な
ろ
う
。

こ
の
箇
所
を
榛
原
は
「
二
郎
と
三
郎
は
兄
の
い
ふ
の
を
聞
い
て
、
も
と
も
と

仲
の
普
い
兄
弟
と
て
、
即
座
に
分
家
を
思
ひ
止
ま
り
ま
し
た
が
、
三
捜
だ
け
は

ま
だ
何
か
ク
ド
ク
ド
い
ひ
ま
す
。
一
二
郎
が
怒
っ
て
逐
ひ
出
す
と
い
う
の
を
、
太

郎
と
二
郎
と
が
な
だ
め
ま
し
た
が
、
三
捜
は
そ
の
夜
鑑
死
し
て
果
て
ま
し
た
。

ー
ー
さ
て
、
紫
荊
樹
で
す
。
い
つ
の
ま
に
か
も
と
の
と
ほ
り
に
シ
ャ
ン
と
立
ち
、

前
に
も
増
し
て
嫡
漫
と
咲
き
ほ
こ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
」
と
翻
訳
し
て
い
る

が
、
原
文
と
対
照
す
る
と
榛
原
に
よ
る
翻
訳
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

回
二
、
田
三
聞
寄
寄
所
一
言
、

E
情
感
動
、
「
可
以
ん
而
不
如
荷
量
u
q
〕
遮

相
抱
倣
コ
喝
婦
央
官
m
B
q
U犬
家
用
-
Z
4
A
析
‘
帰
蹴
倒
雷
同
厨
制
覇
「
一
一
4

-
厩
妻
子
。聴
十
得
堂
前
英
聾
判
。
。出
来
品
位
ー
時
方
知
其
故
u
;

大
規
二
規
司
令各
省
歓
喜
刻

悩
ヨ
樹
弔
賦
「
回
出
観
雷
同
1

田
三
要
勝
妻
逐
出
。
両
個
豆
町
可
可
再
三
勘
住
。

ヨ
ー
規
着
ー
慨
司

l
l
l

遺

ー

房

白

艦

而

死

。

川

副

倒

。

彼
の
翻
訳
は
、
①
逐
語
訳
の
箇
所
(
傍
娘
な
し
て
②
訳
者
が
省
略
し
た
箇
所
(
点
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線
部
)
と
、
③
内
容
を
要
約
し
た
箇
所
(
波
線
部
)
、
そ
し
て
④
原
文
内
容
を
他

に
置
き
換
え
し
た
箇
所
(
二
重
線
部
)
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

点
抽
服
部
分
の
内
容
は
、
例
の
「
可
以
人
而
不
如
樹
乎
」
の
発
言
が
あ
り
、
一
一
一

兄
弟
が
抱
き
合
い
泣
き
続
け
、
誰
も
分
家
す
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
と
願
っ
た
箇
所
と
、
後
半
は
三
人
の
女
房
は
夫
達
の
様
子
を
聞
き
、
長

男
と
次
男
の
妻
が
喜
ん
だ
と
い
う
箇
所
で
あ
り
、
物
語
の
主
筋
に
は
影
響
し
な

い
冗
長
表
現
の
筒
所
で
あ
る
。
ま
た
波
線
部
の
原
文
は
前
者
が
「
今
ま
で
通
り

一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
た
」
で
あ
る
が
、
榛
原
は
「
即
座
に
分
家
を
思
い

止
ま
っ
た
」
と
、
後
者
は
「
た
だ
三
捜
だ
け
は
お
も
し
ろ
く
な
く
、
怨
み
言
を
い
っ

た
」
で
あ
る
が
、
榛
原
は
「
一
一
一
捜
だ
け
は
ま
だ
何
か
ク
ド
ク
ド
い
ひ
ま
す
」
と

改
変
し
て
い
る
。

そ
し
て
二
重
線
の
箇
所
で
あ
る
が
、
原
文
は
例
の
「
自
作
輩
」
の
箇
所
で
「
こ

れ
は
ま
さ
に
『
自
ら
却
し
た
罪
は
逃
れ
ら
れ
な
い
』
で
あ
る
が
、
こ
の
話
は
こ

こ
ま
で
と
す
る
」
と
い
う
、
入
話
の
内
容
を
総
括
し
た
箇
所
で
あ
り
、
か
っ
そ

の
内
容
も
「
道
話
摘
過
不
題
」
と
い
う
白
話
小
説
特
有
の
定
型
句
で
あ
る
所
か
ら
、

日
本
の
読
者
に
は
重
要
な
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の

た
め
榛
原
は
、
該
当
箇
所
を
入
話
の
団
円
を
確
認
す
る
目
的
の
た
め
に
、
枯
死

し
た
紫
荊
樹
が
兄
弟
和
合
と
と
も
に
復
活
し
た
と
い
う
結
末
に
導
く
た
め
に
、

原
文
と
は
異
な
る
内
容
に
入
れ
普
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
榛
原
に
よ
る
原
文
理
解
の
指
標
と
考
え
て
い
た
「
可
以
人
而
不
如

樹
乎
」
及
び
「
自
作
車
」
の
翻
訳
は
何
れ
も
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
脈

上
不
要
と
判
断
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
難
解
な
文
言
の
解
釈
を
避
け
る
た
め
の

確
信
犯
的
判
断
な
の
か
、
何
れ
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
か
か
る
疑
念
を
追
究
す
べ
く
、
正
文
箇
所
で
は
榛
原
が
翻
訳
を
困

( ) 
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品ア
。酔
。山
川
む
{
む
を
船
山
AU
，tい
。紅
白
UJ伽
削
船
官
。止
を
鵬
，q
ゆだ
の
で
。力

。料
ぽ

ーもートヂ説叫
腕l
uー…mlrcー
部
品
一
宮
ー
僻
lqlおー
い
司lー
の
鰐
斜
掛
川
島
郭
ロ
，
ョ
，
U
，刷出，の，，で

く

由

F

・I
・-b'#'lil--

控
と
為
正也

，E
，
引
相
以
喰
っ
て
桁
け
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
弟
た
ち
は
ま
だ
ー
ロ
ー
作
ー
が

1

01
1
1
こ
君
事
ル

oil-

。ら
役
人
U
L
。相
。合
℃
。行
か
な
け
紅
国
な
ら
ず
、
恒
産
と
い
ふ
も
町
剰
な
け
紅

間
服
部
一忌
町
一
期
と
な
る
己
。
ι出
-
舶
が
いじ
川

q
@
ロ
闘い闘)闘岡山時
η
賦
蹴
制
裁
制

，あ，

E
号
総
訂
ι
空
知
諜
を
馳
死
球
川
小
山
釘
時
械
が
ち
lu駅
iu

お
唱

う
と
思
ひ
ま
す
。

こ
の
原
文
と
逐
一
対
照
す
る
と
、

困
蒙
嬬
旦
公
評
、
同
鍋
開
観
酬
明
。

'7
位
列
公
期
、
帯
無
甜
、
膏
ー志

ー
己
ー
趣
ー
実
。
ー
道
些
ー
田
房
ー
奴
如
、
都
是
公
共
之
物
、
骨
量
ー
可

1

4

1

1

ん
ー
樹
事
。
，
の
目
道

規
制
以
.
東
可
目
目
前
嶋
田
来
襲
布
市
，
y
回
目
分
屠
ー
不
，
敢
実
用
、
l
@
量
動
，
開
載
者
那
骨
骨
，
い
い
目
剖

令
E
売
何
コ
ー
弟
ー
、
ー
ー
表
矯
見
聞
川
同
調
州
側
、
ー
也
教
嵐
郷
事
ー
得
知
。

と
な
り
、
大
幅
の
加
筆
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
原
文
の
内
容
と
異
な
る
箇
所

が
随
所
で
見
ら
れ
る
。
ま
た
右
記
に
示
し
た
同
「
築
層
徴
鴨
」
附
「
向
来
心
跡
」

で
あ
る
が
、
榛
原
は
刷
附
の
何
れ
も
翻
訳
し
て
い
な
い
。

以
前
検
討
し
た
翻
訳
に
も
、
原
文
筒
所
の
省
略
と
い
う
事
例
は
存
在
す
る
。

例
え
ば
上
海
日
日
新
聞
社
東
京
支
社
刊
行
の
日
刊
紙
『
日
刊
支
那
事
情
』
で
連

載
さ
れ
た
悠
眠
生
(
井
上
紅
梅
)
に
よ
る
「
二
一
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
で
は
、
日

刊
紙
上
の
連
載
と
い
う
字
数
的
制
約
の
た
め
、
内
容
重
複
や
冗
長
な
記
述
を
省

略
す
る
と
い
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
原
文
に
対
し
て
忠

実
を
旨
と
し
た
逐
語
的
翻
訳
を
試
み
て
い
た
事
が
確
認
【
一
一
一
一
】
で
き
、
訳
文
に
は

東
北
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訳
者
の
主
観
を
介
在
さ
せ
て
い
な
い
。

こ
の
『
日
刊
支
那
事
情
』
の
傾
向
は
榛
原
訳
で
も
確
認
出
来
る
。
例
え
ば
右

掲
引
用
に
あ
る
傍
線
部
⑦

「
今
位
列
公
卿
、
官
常
無
瑞
」
は
、
現
在
は
許
曇
・

許
普
の
弟
達
も
高
官
と
な
り
、
そ
の
仕
事
振
り
に
落
度
も
な
い
と
い
う
許
武
の

発
言
で
あ
る
が
、
榛
原
は
「
皆
大
官
に
な
り
、
評
判
も
悪
く
な
い
よ
う
だ
」
と

あ
り
、
若
干
内
容
を
要
約
す
る
も
の
の
原
義
に
忠
実
で
許
容
の
範
囲
と
言
え
よ

う
。
た
だ
、
榛
原
訳
に
は
訳
者
自
身
の
恋
意
的
改
変
が
大
き
く
帽
を
き
か
せ
、

時
と
し
て
翻
訳
の
範
噂
を
越
え
た
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
榛
原
訳
の
特
徴
を
、
二
重
傍
線
部
③
と
⑤
か
ら
検
討
し
た
い
。

(
7
)
榛
原
に
よ
る
自
己
解
釈
と
い
う
問
題

例
え
ば
右
掲
の
傍
線
部
@
に
は
「
這
幾
年
以
来
、
所
牧
米
穀
布
吊
、
分
事
不

敢
妄
用
」
と
い
う
原
文
が
あ
る
。
こ
こ
は
長
男
(
許
武
)
が
所
有
す
る
田
畑
で

数
年
間
に
得
ら
れ
た
収
積
物
(
米
穀
と
布
吊
H

養
蚕
に
よ
る
収
穫
物
)
に
つ
い

て
は
、
自
分
は
少
し
も
手
を
付
け
て
い
な
い
、
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
原

文
に
は
長
男
が
所
有
し
て
い
る
田
畑
が
、
誰
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
か

は
明
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
明
示
し
な
い
か
と
至
宝
ん
ば
、
当
時
の
読

者
(
明
代
の
白
話
小
説
の
読
者
層
)
に
と
っ
て
は
常
識
的
な
内
容
で
あ
り
、
明

記
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
作
品
に
登
場
す
る
許
武
で
あ
る
が
、

原
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
九
卿
と
い
う
高
官
に
あ
っ
た
。
そ
の
彼
が
所

有
す
る
田
畑
で
収
穫
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
小
作
人
を
雇
傭
し
た
収

穫
に
違
い
な
い
。

し
か
し
榛
原
は
そ
の
不
文
律
を
理
解
せ
ず
「
数
年
来
農
事
に
つ
と
め
た
の
で
」

( ) 
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
コ
ニ
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

と
、
許
武
が
農
作
業
を
行
っ
て
得
た
収
穫
と
誤
認
し
て
い
る
。

し
か
も
、
榛
原
に
よ
る
こ
の
解
釈
が
成
り
立
っ
た
め
に
は
、
許
武
は
今
後
も

自
分
が
管
理
す
る
田
畑
で
生
計
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
の
田
畑

を
弟
達
へ
分
与
す
る
必
然
性
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
許

武
の
回
畑
が
不
要
に
な
っ
た
理
由
」
が
必
要
と
な
り
、
榛
原
は
「
ど
う
や
ら
喰

っ
て
行
け
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
」
と
原
文
に
は
な
い
加
筆
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
弟
達
が
許
武
の
回
畑
を
必
要
と
す
る
根
拠
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
い
と
考
え
た
榛
原
は
、
ま
ず
弟
達
が
「
ま
だ
こ
れ
か
ら
役
人
を
や
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
恒
産
と
い
ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
廉
潔
な
官
吏
と
な
る
こ
と

は
難
か
し
い
こ
と
そ
の
必
要
性
を
述
べ
た
上
で
、
更
に
許
武
自
身
が
国
産
が
不

要
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
「
私
は
も
う
官
途
に
出
る
望
み
を
絶
っ
た
し
」
と
、

こ
こ
で
も
原
文
に
な
い
加
筆
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
こ
で
見
え
て
く
る
の
が
、

原
文
の
正
確
な
翻
訳
よ
り
も
、
自
己
解
釈
に
よ
る
文
脈
の
整
合
性
を
優
先
し
た

榛
原
の
翻
訳
姿
勢
で
あ
る
。

ま
た
傍
抽
服
部
@
に
あ
る
許
武
の
発
言
「
童
敢
闘
載
在
那
冊
籍
上
」
は
、
(
数
年

間
田
畑
で
得
ら
れ
た
収
穫
は
)
全
て
そ
の
帳
簿
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
、
と
い

う
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
傍
線
部
@
と
同
様
の
傾
向
を
知
る
事
が
出
来
る
。

こ
こ
で
榛
原
は
「
こ
こ
に
私
の
財
産
の
表
が
あ
り
ま
す
。
」
と
翻
訳
し
て
お
り
、

一
見
正
確
な
理
解
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
@
を

誤
訳
し
た
た
め
、
提
出
し
た
資
産
表
を
、
長
男
が
管
理
し
て
い
た
田
畑
か
ら
の

収
穫
物
で
は
な
く
、
長
男
の
全
財
産
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
。
更
に
自
分
の

理
解
に
符
合
さ
せ
る
べ
く
、
「
私
が
そ
の
一
小
部
分
を
取
り
、
残
り
は
全
部
弟
た

ち
に
贈
ら
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
、
こ
こ
で
も
原
文
内
容
か
ら
遊
離
し
た
文
章
を

加
筆
し
て
半
ば
強
引
に
辻
棲
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
傍
抽
服
部
③
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
長
男
が
次
男
三
男
に
田
畑
を
分

与
す
る
に
至
っ
た
辻
棲
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
原
文
に
な
い
加
筆
を
繰
り
返
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
傍
掠
部
⑤
で
見
え
て
く
る
の
は
、

原
文
の
逐
語
的
理

解
で
は
な
く
、
自
分
が
理
解
し
た
内
容
が
内
容
的
に
整
合
性
を
保
つ
た
め
に
、

原
丈
に
な
い
加
筆
を
操
り
返
す
と
い
う
彼
の
翻
訳
の
姿
勢
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
榛
原
に
よ
る
加
筆
箇
所
を
見
る
限
り
で
は
、
彼
は
原
文
の
理
解

出
来
た
筒
所
を
根
拠
と
し
て
自
分
が
解
釈
し
た
文
脈
を
作
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た

加
筆
を
行
い
、
意
味
内
容
の
辻
棲
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
の
た
め
、

一
旦
彼
の
解
釈
に
原
文
と
の
阻
語
が
生
じ
る
と
、
そ
の
誤
訳
は
そ
の
ま
ま
加
筆

部
分
へ
と
拡
散
し
続
け
て
い
る
が
、
誤
訳
の
発
端
が
白
話
小
説
の
中
で
文
字
化

さ
れ
て
い
な
い
「
言
外
の
意
味
」
で
あ
っ
た
点
に
留
意
し
た
い
。
上
海
の
東
亜

同
文
書
院
で
学
ん
だ
榛
原
は
、
白
話
語
棄
を
含
め
た
現
代
中
国
語
に
関
す
る
語

学
力
を
持
ち
、
当
時
の
中
国
社
会
に
関
す
る
知
識
も
豊
富
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
本
作
の
よ
う
な
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
後
漢
代
を
舞
台
と
し
た
作
品
」

と
な
る
と
、
彼
の
学
識
の
範
鴫
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
、
同
時
の

読
者
に
と
っ
て
は
言
わ
ず
も
が
な
の
常
識
が
理
解
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
問
題

に
発
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

( ) 

(8)
榛
原
の
翻
訳
「
=
一
孝
廉
」
の
評
価

以
上
、
榛
原
茂
樹
に
よ
る
翻
訳
「
三
孝
廉
」
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ

の
翻
訳
で
あ
る
が
、
白
話
文
の
箇
所
に
つ
い
て
は
的
確
な
翻
訳
を
行
っ
て
い
る

も
の
の
、
書
面
語
の
箇
所
に
は
難
あ
り
と
い
う
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。
ま

た
翻
訳
筒
所
に
よ
っ
て
は
、
原
文
の
大
幅
な
省
略
や
、
加
筆
が
目
立
つ
と
言
わ
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ぎ
る
を
得
な
い
。
そ
の
省
略
傾
向
は
文
脈
に
関
係
の
な
い
冗
長
部
分
の
省
略
と

い
う
一
般
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
他
の
民
間
翻
訳
に
比
べ
て
も
特
異
と

思
わ
れ
る
傾
向
と
し
て
加
隼
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。

そ
の
加
筆
は
作
品
理
解
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
文
脈
の
整
合
性
を
重
視
し
た

傾
向
が
看
取
で
き
る
。
し
か
し
、
榛
原
に
よ
る
原
文
の
誤
訳
筒
所
が
一
定
程
度

見
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
誤
訳
箇
所
の
内
容
に
沿
っ
た
加
筆
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
翻
訳
の
過
程
で
徐
々
に
原
文
か
ら
岨
酷
を
来
し
て
い
る
点
が
確
認
さ

れ
る
。榛

原
に
先
行
す
る
服
部
誠
一
の
訳
は
不
備
が
多
く
、
実
質
的
に
榛
原
は
参
考

と
な
る
先
行
翻
訳
が
な
い
状
態
で
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
榛
原
訳
は
初
訳

特
有
の
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
て
い
る
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

ヲ
ヨ
ロ
」
の
他
作
品
に
登
場
し
な
い
語
葉
も
多
く
、
現
在
の
定
訳
で
あ
る
千
回

九
一
訳
で
も
一
部
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
「
三
言
」

の
中
で
も
翻
訳
に
難
儀
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

紙
帽
の
都
合
か
ら
、
榛
原
の
翻
訳
「
一
一
一
孝
廉
」
の
分
析
は
以
上
と
す
る
が
、

こ
の
翻
訳
の
傾
向
と
し
て
原
文
箇
所
の
省
略
と
改
変
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
榛
原
の
翻
訳
を
掲
載

し
た
機
関
誌
の
性
格
に
も
、
少
な
か
ら
ず
由
来
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
か
か
る
榛
原
の
翻
訳
傾
向
は
、
そ
の
後
に
掲
載
さ
れ
た
「
李
白
惇
」
「
薄

情
郎
を
打
つ
」
に
つ
い
て
も
継
続
、
若
し
く
は
修
正
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

別
稿
で
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

東
北
大
学
中
ハ
学
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固
際
文
化
研
究
科
論
集
第
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九
号

本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

I

小
論
で
は
、
筆
者
が
発
見
し
た
榛
原
茂
樹
に
よ
る
翻
訳
「
一
一
一
孝
廉
」
(
『同
仁
』

四
巻
二
一

l
四
号
、
一
九
三

O
)
に
注
目
し
、
榛
原
が
取
り
組
ん
だ
翻
訳
活
動
の

一
端
を
老
桑
し
、
先
行
研
究
の
欠
落
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

E

翻
訳
者
・
榛
原
茂
樹
の
本
名
は
波
多
野
乾
一
で
あ
り
、
大
正
か
ら
昭
和
の

戦
前
期
に
活
躍
し
た
新
聞
記
者
で
、
中
国
研
究
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
中
国
風

俗
と
い
う
趣
味
的
・
文
人
的
な
偏
向
を
示
し
た
支
那
通
と
は
異
な
り
、
当
時
の

中
国
共
産
党
に
関
す
る
研
究
が
根
本
に
あ
っ
た
。
彼
の
業
績
に
は
京
劇
や
麻
雀

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
翻
訳
発
表
当
時
は
文
学
に
も
傾
倒
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
で
「
三
孝
廉
」
が
翻
訳
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

E

榛
原
の
翻
訳
状
況
で
あ
る
が
、
白
話
文
に
つ
い
て
は
概
ね
正
確
な
翻
訳
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
文
言
等
の
書
面
語
の
理
解
に
は
幾
つ
か
の
不
備
が
確

認
出
来
た
。
ま
た
榛
原
訳
に
は
、
原
文
筒
所
の
省
略
の
ほ
か
加
筆
が
格
段
に
多
く
、

そ
の
理
由
は
文
脈
の
整
合
性
を
重
視
し
た
傾
向
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
一
部
で
は
原
文
の
誤
訳
か
ら
派
生
し
た
誤
解
が
発
生
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

加
筆
も
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
原
文
と
の
岨
酷
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
榛
原
に
先

行
す
る
服
部
訳
は
不
備
が
多
く
、
実
質
的
に
榛
原
は
参
考
と
な
る
先
行
翻
訳
が

な
い
状
態
で
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
榛
原
訳
は
後
発
翻
訳
に
比
べ
て
不
利

な
点
が
認
め
ら
れ
る
事
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
幾
つ
か
の
不
備
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
初
訳
と
し
て
価
値
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
訓
読
翻
訳
か

ら
大
学
研
究
者
に
よ
る
現
代
口
語
訳
へ
と
移
る
過
渡
期
的
な
民
間
翻
訳
と
し
て

貴
重
な
存
在
と
言
え
る
。
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